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１．はじめに
昨今の学生にとって「桃太郎」(ももたろうさん も
もたろうさん)という唱歌の全歌詞(６番)を歌いきる
ことは容易なことではない。しかし、その旋律を口ず
さむことはこの「桃太郎」が作曲されてから既に100年
が経過した現在でも、就学前の子どもでさえも可能な
ことであろう。学校の音楽教材から離れて久しいが、
この唱歌の旋律はそれほど日本人にとって聞き覚えの
あるものであると言える。
しかしながら、この「桃太郎」を、楽譜を意識しな
いまま、楽譜に記された通りに、即ち「正しい」リズ
ムで歌える者はどのぐらいいるだろうか。試みに10人
余の20歳前後の学生に歌わせてみたところ、実は全員
が楽譜通りに「正しく」歌うことができないという結
果になった。
楽譜は後述するように譜例２)の通りである。しか
し、我々が記憶し、ふとした瞬間に口ずさむ旋律は、
等拍(タタタタ)のものではなく、付点リズム(タッカタ
ッカ 一般的には「ぴょんこ節」と呼ばれる)による旋
律ではなかろうか。
さらに驚くのは、戦後世代の我々のみならず、戦前
のいわゆる童謡歌手の残したSPレコード音源にも、同
様に付点リズムによる歌唱の傾向が見られることであ
る??。『尋常小学唱歌』所載の「桃太郎」は、学校教育
で扱われた唱歌教材であり、そこでは「正しく」教授
されてきた筈である。
しかもこのような、異なるリズムで歌われる唱歌は
「桃太郎」だけではないことも他の唱歌の残された録
音から明らかである。その代表的な例は、「桃太郎」と
同じく『尋常小学唱歌』に掲載された「鳩」(譜例１)
である。この唱歌に関しても、付点リズムで歌う傾向
が見られる音源が何種類か確認されている??。
このような記譜されているものと異なるリズムで歌
われる傾向はいつ頃から見られたのであろうか。そし
て、「正しく」教えることが求められた筈の唱歌教育の
現場ではこのような歌唱の傾向にいつ頃からどのよう
な気づきをしていたのであろうか。このような点を当
時の著作物という歴史的資料から考察することは、リ
ズム変容という大きな課題に対して、一つの側面から
のアプローチになるのではないであろうか。本稿は、
こうした課題意識に端を発するものである。
なお、リズム名称や表記法についてはさまざまなも
のがある。そこで、本稿では、「タタタタ」と表記され
るような八分音符が連続するものを等拍のリズムと、
そしていわゆる「ぴょんこ節」と言い習わされてきた、
「タッカタッカ」と表記されるような付点八分音符と
十六分音符の組み合わせを付点リズムと表記する。
２．教授細目等に記された指導言の考察
一般的に唱歌教育のための注意点など、詳細な記述
がされた教授細目が編成されるのは、大正期に入って
からのことである。唱歌教授細目自体は、1892(明治25)
年に東京茗渓会が編纂した『東京師範学校附属小学科
教授細目』をはじめとして明治年間に、各地の師範学
校附属小学校、郡役所などが中心となって編纂したも
のがごく一部ではあるが今日まで残されている。しか
し、『東京師範学校附属小学科教授細目』のように、指
導内容にわたって詳細に記述されたものは少なく、ま
してや、唱歌そのものの分析や子どもの歌唱実態を根
拠とした指導言に関する記述は殆ど見当らない。即ち、
明治年間の唱歌教授細目の大部分は、唱歌名を各学期
ごとに配列し、他教科との連絡事項などを記載する形
態のものに留まっていた。
大正期に入ってようやく、子どもの歌唱実態を見据
えた上での指導の必要性が教授細目にも反映されるよ
うになる。その背景の一つとしては、この頃になって
日本人の音楽能力も向上し、実際に記譜されたものと
子どもの歌唱実態との解離を見取り得る力が育成され
たことが挙げられる。加えて、師範学校の教諭や附属
小学校の訓導の中から、後述の田村虎蔵や松岡保とい
った、唱歌教育者としても力量があり、なおかつ、さ
まざまな著作物を通して唱歌教育界で中心的な存在と
なる人物が出てきたことにもよる。
実際に子どもが唱歌教育を受ける現場を見聞きでき、
子どもの歌唱におけるリズム変容に関する指導言の考察
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指導ができる立場にいる彼等の論述は、説得性のある
ものとして教育現場に受け入れられ、この時期以降、
唱歌教育の内容を充実させていく上での典拠となって
いく様相が見られた。
とりわけ1910(明治43)年に『尋常小学読本唱歌』が、
引続いて1911(明治44)年以降、『尋常小学唱歌』(計６
冊)が、国定教科書に準じる形で文部省により編纂発行
されると、これらの唱歌集掲載の唱歌教材の取扱い方
に関する教授書や教授細目が相次いで出版された。
本稿ではその中から、日本人のリズム感覚を考える
に際して典型的な唱歌教材を数種類選び、これらの唱
歌教材が出版当初からリズムの面でどのような点に留
意して指導されようとしていたのかを明らかにする。
そして、先述のような日本人のリズム感の変容の様相
を考察するという大きな課題に向かうための、歴史的
側面からの示唆を得たいと考える。
なお、本稿で扱う、指導言が書かれた教授細目や唱
歌集の類は表１)に示すものである。
2．1．「鳩」(『尋常小学唱歌』第１学年用 1911年)
「ポッポッポ」という歌い出して始まる「鳩」は、
1911年に『尋常小学唱歌』第１学年用の教材としては
じめて掲載され、その後、1932年の『新訂尋常小学唱
歌』を経て、国民学校期芸能科音楽の『ウタノホン 上』
(1941年)にも「ハトポッポ」として掲載され続けた。
『ウタノホン 上』の教師用指導書には、「愛らしい鳩
の歌曲を歌はせて、素直な童心を培ひ、動物愛護の精
神を涵養する。」??と「指導要旨」が書かれているが、
『新訂尋常小学唱歌』から国民学校期芸能科音楽への
移行に際しては多くの唱歌教材が入れ替えられたにも
拘わらず、この唱歌が掲載され続けたことの背景には、
おそらく当時、この唱歌が子どもに広く受け入れられ、
歌われていた状況があったと考えられる。
初出の楽譜は、譜例１)の通りである。
この曲については、『尋常小学唱歌』出版の直後こ
そ、「短かき音符は、総て、軽く歌ふのが、唱歌法の原
則である。」(出典Ｃ 以下、アルファベットは資料１)
の出典一覧に対応する)というように、八分音符を軽め
に歌うという歌唱法に関する記述が見られたが、やが
て、音符の長さそのものへの指導言が見られるように
なる。このことより、「鳩」に見られる八分音符に関し
ては、『尋常小学唱歌』出版から余り期間を経ないうち
に、既に、子どもがこの等拍のリズムを正しく歌えず、
付点八分音符と十六分音符の組み合わせに近いリズム
で歌唱する傾向にあったことがわかる。国民学校期以
前の「鳩」の指導に関する、リズムの点での指導言の
代表的なものは以下の通りである。
第一段第三小節の「ハトポッポー」の「ハ」を付点
八分音符の如く延して歌つてはならぬ。(Ｄ)
第一段ノ三小節「ハトポッポー」ノ「ハ」ヲ付点八
分音符ニナラヌ様。(Ｅ)
第一段、第三小節の始めの八分音符二個が、付点八
分音符と十六分音符の様な歌ひ方になるから注意し
て取扱ふ。(Ｈ)
八分音符二個で一拍の所はすべて付点音符の様にな
表１）教授細目等の出典一覧
書 籍 名 編 著 者 名 出 版 年
Ａ 『文部省編尋常小学唱歌教材解説』第一編 尋常一学年用 松岡保(東京府青山師範学校教諭) 1911(Ｍ.44).７
Ｂ 『文部省編尋常小学唱歌教材解説』第二編 尋常二学年用 松岡保(東京府青山師範学校教諭) 1911(Ｍ.44).９
Ｃ 『尋常小学唱歌教授書』第一学年 田村虎蔵 1913(Ｔ.２).11
Ｄ 『尋常小学唱歌新教授精説』 林仙二・水之上甚太郎(岐阜県師範学校教諭・訓導) 1916(Ｔ.５).５
Ｅ 『尋常小学唱歌科教授細目』 富山県女子師範学校附属堀川小学校 1922(Ｔ.11).９
Ｆ 『小学唱歌教授細目』 初等教育研究会(東京高等師範学校附属小学校内) 1923(Ｔ.12).７
Ｇ 『検定唱歌集 尋常科用』 田村虎蔵 1926(Ｔ.15).４
Ｈ 『新訂尋常小学唱歌の解説と其取扱』［尋一］ 井上武士(東京高等師範学校訓導兼教諭) 1932(Ｓ.７).５
Ｉ 『尋常小学唱歌科教授細目』 初等教育研究会(東京高等師範学校附属小学校内) 1936(Ｓ.11).４
Ｊ 『神戸市小学校唱歌教授細目』 神戸市教育部 1938(Ｓ.13).８
Ｋ 『ウタノホン 上 教師用』 文部省 1941(Ｓ.16).６
Ｌ 『芸能科音楽授業細案』初一用 荒井正親・石井亘(福島県師範学校訓導・女子師範学校訓導) 1941(Ｓ.16).９
譜例１）「鳩」
和歌山大学教育学部紀要 教育科学 第61集（2011）
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らぬ様注意する。(Ｊ)
このように「鳩」の八分音符に関しては、本研究に
際して収集した教授細目等の殆どのもので、付点が付
されないようにすべき指導上の注意が記されていた。
そしてこのような誤りを是正するための指導方法とし
て、「一段づゝ範唱して模唱させながら、歌
・
ひ
・
癖
・
を批正
する。」(Ｈ)というような「批正」の方法も示されてい
た。つまり、ここでは教師が正しいリズムで模範唱を
し、それに倣って子どもが誤って記憶しているリズム
を正していくことが求められているのであった。しか
しながら、「はじめに」でも言及したように、今日残さ
れている戦前のSPレコード音源の中にも、「鳩」を付点
リズムで歌唱しているものが多々見られることを考え
ると、果たして当時の教員が正しく子どもの歌唱の誤
りを指摘し、また自らが正しいリズムで模範唱を行い、
子どもの「歌
・
ひ
・
癖
・
」を直すことができたのかどうかは
疑問が残るところである。
一方、『ウタノホン 上 教師用』では、同曲の「ハ
トポッポ」に対して、
八分音符二個の一拍が不平均にならないやうに注意
する。?中略>「ハトポッポ」の「ハト」のところは、
正しく八分音符二個に平均されるやうに、そして鳩
に実際呼びかける心持で歌ふ。(Ｋ)
と「平均」という用語を用いて、等拍に注意すべき点
が記されていた。また、同時期に著された他の教授細
目にも、
「ハト」(第三小節)の所は明瞭に八分音符二個に平
均される様に歌ふ。?中略>「ミンナデ」の「ミン」
は、四分音符を二等分する心持で、「ン」を軽く発音
する。(Ｌ)
というように、「平均」という用語が用いられている。
そもそもこの期の音楽教育では、「国民学校令施行規
則」第14条に、「芸能科音楽ハ歌曲ヲ正シク歌唱シ」??
とあるように、「正しく」ということがキーワードとな
っていた。また「歌唱ニ即シテ適宜楽典ノ初歩ヲ授ク
ベシ」??ともされたので、四分音符を八分音符２個に分
割する際の「平均」という概念が必要となり、このよ
うに指導言にもそれが反映されたものと考えられる。
この「平均」という用語は、例えば、『ウタノホン 上』
の最初の教材「ガクカウ」の指導の中でも、「第一節、
『ミンナデ』の『ミン』は、四分音符を二等分する気
持ちで発音する。」??というように、「等分」という用語
にも置き換えられて用いられた。
2．2．「桃太郎」(『尋常小学唱歌』第１学年用 1911年)
次に「鳩」と同様に、八分音符を主体としたリズム
でありながら、今日では殆どの人が付点を伴ったリズ
ムで歌い、原曲の記譜については余り、顧みられるこ
とのない唱歌「桃太郎」の事例を考察する。
『尋常小学唱歌』に掲載された「桃太郎」は譜例２)
の通りである。
『尋常小学唱歌』出版直後には、「桃太郎」に関して
は、
軽快なる、４分の２拍子の曲調で、付点四分、八分
音符と八分休止より、成り立ちて、困難なる節とて
はない。(Ａ)
というように、楽譜上の音符の種類の少なさなどから
見て、子どもに歌いやすい、歌唱上の「困難なる節」
などはない楽曲と見られていたようである。田村虎蔵
も、『尋常小学唱歌』出版の２年後の1913年に出した自
身の著作の中では、この曲に関して、
楽趣は頗る快活で、旋律の模様も、よく歌詞と調和
して居る。されば、歌つて自然に、次へ次へと移り
行かせる様で、耳障りのない佳作である。歌曲とも
に、稍や、平易に過ぎて居るとの嫌はあるが、此学
年程度の曲節としては、私は、これを本書中の名作
であると思つて居る。(Ｃ)
というように、第１学年用の楽曲として「本書中の名
作」とまで評価していた。この田村の記述には、まだ、
等拍のリズムの付点リズムへの変容に関する気づきは
見られない。
しかし、「鳩」の場合と同様に、『尋常小学唱歌』出
版後の比較的早い時期から、次第に等拍のリズムに付
点が付けられてしまうことに指導者が気づいていく様
相が見受けられる。
例えば、1916年には既に、
各小節の第一音は強声音である為め一般に付点八分
音符になり易いが付点音符でない処は正しく八分音
符に歌はす様に注意して欲しい。(Ｄ)
という指導言が見られるし、その後も、
各小節ノ初メノ八分音符ハ皆付点八分音符トナリ易
イカラ注意ヲ要ス。(Ｅ)
普通音符のみなれば、付点音符の如く歌ひ誤るは不
可である。(Ｆ)
八分音符を並列したリズムがなまつて、付点八分音
符と十六分音符の様な歌ひ方にならない様に注意す
譜例２）「桃太郎」
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ることが肝要である。(Ｈ)
八分音符のみを並列した此の曲のリズムが曖昧にな
らぬ様に注意する。(Ｉ)
八分音符のみ並列した曲はリズムが曖昧になり易い
から注意する。並列八分音符が付点音符の如くなら
ぬ様正しく歌はせる。(Ｊ)
などの指導の際の留意点が繰り返し、教授細目に記載
されている。これらの教授細目の編者がいずれも、師
範学校教諭や附属小学校の訓導であったことを考える
と、やはり、当初から子どもが等拍のリズムを付点リ
ズムに変えて歌っていることを、指導者が気づき、是
正の必要性を感じていたことが明らかである。しかし、
この時期、そのような誤った歌い方を指摘はできても、
正しい歌唱にするために有効な指導法については模範
唱を示すこと以外に言及されることはなかった。
2．3．「かたつむり」(『尋常小学唱歌』第１学年用 1911年)
さて「鳩」や「桃太郎」は原曲に付点リズムがない、
四分音符と八分音符を主体として作曲されたものであ
ったが、では付点リズムを持つ楽曲については、子ど
もたちはどのような歌唱をし、また指導者はどのよう
な気づきをしていたのであろうか。
「かたつむり」の事例を検討してみよう。
「かたつむり」は譜例３)に示すように、４分の２拍
子の前半１拍が付点八分音符と十六分音符、後半１拍
が八分音符２個の等拍のリズムが主体の楽曲である。
３段目は等拍になるが、この１及び２段目のリズムに
関して、比較的早い時期から、子どもの歌唱には楽譜
通りではない歌唱の実態があったようである。つまり、
小節内の１拍目と２拍目のリズムを同様にしてしまい、
全体を１拍目の付点を伴ったリズムで歌い通してしま
う傾向が見られたようである。そこで指導言には、
付点八分音符と十六分音符から出来た一拍と八分音
符二個の一拍とを混同してはならぬ、即ち、
を としては
作者の意に悖り所謂軽操なトットコ拍子になつて興
味が少なくなる?後略>(Ｄ)
というように、全体を同じリズムにして「トットコ拍
子」にならぬように注意を促しているものが見られた。
現在では、「かたつむり」の歌唱には、このように全
体を付点のリズムで歌う傾向は認められない。しかし、
この著者２名は、岐阜県師範学校の教諭と訓導であり、
「かたつむり」の歌唱に際して、少なくとも当初はこ
のように全体を通して付点リズムで歌う傾向に気づい
ていたと考えられる。その証左として、上記に続いて、
著者は屡々唱歌教授者にして彼の誤謬に陥つたのを
認めた。(Ｄ)
と記されているが、唱歌教員自体がこのように歌唱し
ている事例もあったと言わざるを得ない。
このような付点リズムに陥ってしまう歌唱への指導
法としては、
始めの二段丈は各小節の第一の音は皆付点八分音符
になつて居る、従つて此の音符だけは特にアクセン
トを附けて歌ふが便利である。(Ｄ)
というように、付点八分音符にアクセントを付けさせる
というのが一般的であった。つまりその箇所にだけアク
セントを付けて長い音符であることを意識付けようと
いう意図であった。このような付点八分音符にアクセン
トを付けて強調させ、長短のリズムを明確にするという
指導法は実は、『尋常小学唱歌』所載曲に関してだけで
はなく、当時、他の教材に対しても用いられた方法であ
り、例えば、田村も、『教科適用幼年唱歌』所載の「桃太
郎」(ももからうまれた ももたろう)などに、
第一拍の強声を明白に、そして元気よく歌はせる。
(Ｇ)
というような指導言を付していた。
また田村は「かたつむり」についても、同時代の指
導者達に比較すると、以下のように、単に文言による
指導だけではなく、リズム練習を加味したかなり具体
的な指導方法を示している。
此曲節を教授するには、彼の付点八分と十六分音符
との連合について、予め歌ひ方の用意をせねばなら
ぬ。其の方法は、教師、手拍子を打ちつつ、一定の
同じ高さの音で、タッタタタ タッタタタ と、八
小節位を唱へさせるのである。この練習をした後に、
此曲節を教授すると、訳なく出来る。(Ｃ)
この指導言は、『尋常小学唱歌』出版のわずか２年後
に記されたものであるが、この記述には、唱歌教育の
現状を熟知していた田村ならではの段階を追った指導
法が窺われる。
2．4．「牛若丸」(『尋常小学唱歌』第１学年用 1911年)
『尋常小学唱歌』第１学年用には、もう一曲、「かた
つむり」と同様のリズムを持ち、今日まで歌い継がれ
ている曲である「牛若丸」(譜例４)が掲載されていた
が、以下にこの曲の事例を考察する。
譜例３）「かたつむり」
5
-
.5
-
5
-
3
-
1
-
.1
-
1
-
2
-
5
-
.5
-
5
-
.3
-
1
-
.1
-
1
-
.2
-
和歌山大学教育学部紀要 教育科学 第61集（2011）
―72―
この「牛若丸」についても先の「かたつむり」の場
合と同様に、全体を通して付点リズムで歌唱する実態
が見られたことを裏づけるものとして、以下のような
指導言が挙げられる。
付点八分音符と八分音符とを正確にして欲しい即ち
第一段の第一第二小節を?中略>一小節内に付点八
分音符が二個ある如く歌つてはならぬ、此の誤りは
普通最も誤り易い点であるから充分注意して欲しい。
(Ｄ)
やゝもすると八分音符二個の一拍が、付点八分音符
と十六分音符の様な形になつて、この曲の持つひき
しまつたリズムがくづれ易いから十分注意して取扱
ふことが肝要である。(Ｈ)
そして、この場合にも「かたつむり」と同様に、「此
種の曲調は、総て、第一拍の強を、明瞭に歌はせねば
ならぬ。」(Ｃ)という『尋常小学唱歌』出版直後の指導
言を端緒として、１拍目にアクセントを付けてリズム
を明確にする指導法が殆どの教授細目に示されていた。
その代表的なものは以下の通りである。
此ノ種ノ曲調ハスベテ各小節ノ始メノ音符ヲ強ク明
瞭ニウタハセネバナラヌ(Ｅ)
各小節の始めの付点八分音符に少しアクセントをつ
けて、この曲のリズムを明確に表現することにつと
める。(Ｈ)
各小節の始めにある付点八分音符に少しアクセント
を与へて此の曲のリズムを鮮明に表現する。(Ｉ)
これらの指導法は、単に各小節の第１拍目の拍頭に
アクセントをつけ、そこのみを強調して歌うことによ
り、全体のリズムを明確にして安易な付点リズムに流
れることを避けようとするものであり、音楽的な指導
とは言い難いものであった。
2．5．「浦島太郎」(『尋常小学唱歌』第２学年用 1911年)
最後に、１小節内に付点リズムと等拍を持ちながら、
小節によってその順番が異なる楽曲の例として「浦島
太郎」を挙げ、その指導言を考察する。
「浦島太郎」の前半部分を譜例５)に示すが、この曲
では、各段の３小節目が、１及び２小節目の1拍目に付
点リズムが置かれているものとは逆の、小節の後半に
付点リズムが置かれる楽曲となっている。第１学年で、
「かたつむり」や「牛若丸」などで学習したリズムを、
第２学年ではさまざまな組み合わせで歌うという段階
を追った指導が目指されていると考えられる。
この曲の指導に関しても1911年には既に、松岡保が
「縦線の後の音符を強く歌はしめる様注意。」(Ｂ)とい
うように、付点リズムを強調することを促す記述を行
っている。しかし、この松岡の記述ではまだ、「浦島太
郎」独特の交替するリズムに注意を促すような指導言
は見られない。
「浦島太郎」の各段の３小節目の交替するリズムへ
の指導言としては、
付点音符の在所及第三段第三小節を誤唱する恐あれ
ば注意する。(Ｆ)
特に各段の第三小節の初めにある八分音符二個のリ
ズムが曖昧になり易いから注意して取扱ふ。(Ｉ)
各段第三小節第一拍目の二個の八分音符を付点八分
音符と十六分音符とに誤り歌ひ易いから充分注意せ
ねばならぬ。(Ｊ)
というものが挙げられる。しかしながら、これらの記
述には、３小節目のリズムへの注意喚起の文言は見ら
れるが、先述の「かたつむり」に対する田村の指導言
に見られたような具体的な、実際の教育現場で取り入
れられやすいような指導の手だてに関する言及は見ら
れない。
３．リズム変容の背景として考えるべき中山晋平の発言
さて、上述の各曲に対する指導言に共通しているこ
とは、等拍のリズムに付点が付けられやすいという傾
向に対する留意点であった。
一方、付点リズムが等拍になる傾向は見られなかっ
たのであろうか。これまでの指導言の調査では、この
反対の事例については、付点による長短の長さが曖昧
になりがちであることへの指摘を除けば、付点リズム
譜例４）「牛若丸」
譜例５）「浦島太郎」
子どもの歌唱におけるリズム変容に関する指導言の考察
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が等拍になることへの言及は見当らない。つまり、等
拍のリズムは自然に付点がつきやすいが、逆の現象は
起こりにくいということではないかと推察される。
『尋常小学唱歌』が学校現場で扱われていた時代の
このような日本人のリズムに対する感覚を考える上で、
中山晋平の発言は、大いに示唆的なものである。
中山の作曲した「あの町この町」や「砂山」は、楽
譜上は等拍で記譜されている。そして、「あの町この町」
に関しては、等拍で書かれてはいるが歌唱の際には付点
リズムで歌われるのが通常とされてきた。一方、「砂山」
に関しては、これまでしっとりとした叙情をたたえた
曲調という認識で楽譜通りの等拍で歌われることが多
かった。しかし、藍川由美によると、等拍でこの曲を録
音した藍川の歌唱のCDを聞いた中山の長女、梶子から
「楽譜には書かれていませんが、『砂山』はハヅムんで
すよ。」と指摘されたとのことである??。藍川は、
日本古来の手まり唄や羽根つき唄のリズムに着目し
た晋平は、それを西洋の楽譜に書き表すことは不可
能と考え、譜面の煩雑さを避けるために八分音符の
羅列で記譜していました。たまにタッカタッカとい
う付点のリズムでも書きましたが、西洋的なスキッ
プのリズムをイメージしていたわけではありません。
当時の日本人は八分音符の羅列で書かれた『あの町
この町』などを自然にハズミをつけて歌ったので、
晋平は楽譜に細かい指示をつける必要性を感じなか
ったようです。??
とも述べている。
「日本古来の手まり唄や羽根つき唄のリズム」が実
際にはどのようなものであったかについては、音源的
資料がないので推測でしか考えられないが、少なくと
も、中山が童謡を作曲していた時代には、「八分音符の
羅列」の楽曲を人々は自然に「ハズミ」をつけて歌う
傾向にあったものと思われる。これらは、一時期、小
学校訓導として子どもに接し、またその後も各地で民
衆の歌を聴く機会の多かった中山自身の経験からの考
えであったと推察される。
この中山の考えを反映して、中山の童謡作品の歌唱
や録音の中心的存在であった平井英子は、この「砂山」
の曲調として今日一般的であるものよりもかなり速い
テンポで、軽く、付点リズムで歌った録音を残してい
る??。
このように、等拍で書かれたものでさえ付点リズム
に自然に置き換えて「ハズミ」をつけて歌う習性が、
文部省編纂『尋常小学唱歌』を使った学校での唱歌教
育の場でも子どものみならず、ややもすると教師の側
にも自ずと出現して、各曲の歌唱指導に影響を及ぼし
たものと察せられる。
４．おわりに
本稿では、記譜されたものと実際の子どもの歌唱と
の解離に関して、指導者がいつ頃からどのような気づ
きをしていたのかという点を、『尋常小学唱歌』所載の
教材を中心として考察してきた。しかし、本稿で扱っ
た唱歌教授細目等は主に、師範学校教諭や附属小学校
訓導が著したものであり、一般の唱歌教員が同じよう
な気づきを持っていたか、或いは、教師自身が楽譜に
忠実に歌唱し得ていたのかは資料的な限界もあり、定
かではない。今後の課題としては、指導記録などの収
集により、実際の指導の実態を解明していく必要性を
感じている。
同時に、本稿で論じたような、当時の日本人が持っ
ていたリズム面での傾向が、戦後、どのように音楽教
育の中で考慮されようとしたのかという視点からも、
継続的な研究が必要とされる。何故なら、戦前のこう
した歌唱実態がありながら、国民学校期芸能科音楽で
は、指導の系統性という側面が重視され、リズムにつ
いても段階を追った指導が求められ、その趣旨に基づ
いて教材が編成されているからである???。しかしなが
ら、そのリズム指導の段階は、本稿で考察してきたよ
うな、等拍のリズムでも付点リズムへと歌い替えられ
やすいという子どもの歌唱実態とは必ずしも合致して
いない。この種の問題は、何に基づいて音楽科の教材
編成を行うべきかという重要な課題に繋がるであろう。
本稿での考察は、こうした問題解明に向けて一つの示
唆となると考える。
付記：
本稿は、日本音楽教育学会第41回大会(2010年９月25
日)における、小川容子・水戸博道との共同企画「『唱
え』から『ぴょんこ節』・『ぴょんこ止め』へ ―日本
人のリズム感覚に関する歴史的・認知的思索―」中の
嶋田発表部分の一部を発展させ、加筆したものである。
注
１ これまで収集したSPレコードでは、富岡きく子(オリエント
レコード60073-A)、君塚愛子(オーゴンレコード A38-A)な
どに「桃太郎」を付点リズムで歌う傾向が見られる。
２ 例えば、小杉一枝(内外レコード 3515)、太田喜代子(オリン
ピア 23-B)が歌う「鳩」は付点リズムになっている。
３ 文部省『ウタノホン 上 教師用』1941年 p.108
４ 文部省令第４号 1941年３月14日
５ 同上。
６ 文部省『ウタノホン 上 教師用』1941年 p.64
７ 藍川由美『「日本のうた」歌唱法』カメラータ・トウキョウ
(CMCD-99029)p.43
８ 同上。
９ 平井英子歌唱「砂山」(1931年録音)『てるてる坊主・證城寺
の狸囃子 中山晋平の童謡』ビクター(VDR-5170)
10 文部省『ウタノホン 上 教師用』1941年 p.80等参照。
和歌山大学教育学部紀要 教育科学 第61集（2011）
―74―
